




火 水

領収書のみお持ちいただいても、控除できません。

　今年も町県民税・国民健康保険税の申告時期が近づいてきました。
　申告した内容は、町県民税や国民健康保険税の課税資料となるほか、各種行政サービスの資料と
なります。事前に収支等の資料を整理して、スムーズな申告にご協力をお願いします。

申告が必要な方は、次のとおりです。なお、申告書の書き方が分からない方は、申告相談会をご利用ください。

令和５年１月１日に四万十町に住所がある
方です。ただし、次の方は除きます。
・税務署へ確定申告される方
・給料・公的年金のみの方（各種控除の追
加等がある方は、申告が必要です。）

令和4年1月1日～令和4年12月31日ま
でに生じたすべての収入を申告する必要
があります。

申告期間前および申告期間中は、本庁税務課・各地域振興局での申告書の作成はできませんのでご了承ください。

マイナンバー(個人番号)確認書類
次のいずれか１つ
・マイナンバーカード
・通知カード
・住民票の写しまたは住民票記載事項証明
書（マイナンバーの記載があるもの）

本人確認書類　(マイナンバーカードをお持ち
の方は必要ありません。)
・運転免許証 　　・パスポート
・身体障がい者手帳
・公的医療保険の被保険者証
・国民年金手帳など

扶養親族のマイナンバーがわかるもの

昨年の収入・経費の明細・領収書など

源泉徴収票と本人口座情報

営業・農業等の収支内訳書または帳簿

税務署からのお知らせハガキなど

各種控除を証明する書類（生命保険・国民

年金保険料、医療費控除の明細書など）

　ご提出いただいた場合でも、所得状況等により対象にならない場合もありますので予めご了承ください。
なお、明細書の記入内容の確認のため、領収書の提示または提出を求める場合がありますので、領収書は法
定納期限の翌日から５年間、ご自宅等で保管してください。

※申告会場では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、受付時の来場者の検温、室内の定期的な換
気および消毒、職員のマスク着用、飛沫防止パーティションを活用するなどの対策を実施します。会場に来られ
る皆さんには何かとご不便をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

申告に必要な物は？

申告が必要な方は？ 申告が必要な収入は？

月　日
対 象 住 所 名（地区名）

会　場
午　前（9:00 ～ 12:00） 午　後（１:00 ～ 4:00）

 ２月1４日（火） 江師・小石・芳川・西ノ川・
木屋ヶ内・下道

大正大奈路・大正中津川・
下津井

きらら大正1５日（水） 打井川・上宮・弘瀬
大正北ノ川・市ノ又・烏手・
相去・大正（轟崎・つづら川）・
瀬里・希ノ川・上岡・下岡

1６日（木） 大正（大正橋から南町） 申告未済者（大正地域）

1７日（金） 十和川口・地吉 大道・戸川・小野・久保川

十和体育館
２０日（月） 昭和 河内・大井川

２１日（火） 十川・古城 広瀬・井﨑

22日（水）

里川・浦越・茅吹手・津賀・野々
川 申告未済者（十和地域）

志和 志和コミュニティ
センター

24日（金） 興津 興津出張所
27日（月） 檜生原・折合・南川口 寺野・秋丸・家地川・野地

農村環境改善
センター

多目的ホール

28日（火） 日野地 ･ 上秋丸 ･ 窪川中津
川 ･ 壱斗俵 ･ 市生原 米奥・東北ノ川・作屋

３月1日（水） 中村・勝賀野・川ノ内・七里
（志和分 ･ 西ノ川 ･ 柳瀬）

七里（小野川 ･ 本在家 ･ 越
行 ･ 影山 ･ 三滝 ･ 沖代）

２日（木） 向川・数神・奈路 弘見・飯ノ川・志和峰

３日（金） 八千数・藤ノ川・親ヶ内・本
堂

黒石・与津地・平野・道徳・
土居

6日（月） 床鍋・影野・魚ノ川 奥呉地・下呉地・替坂本・六
反地

７日（火）
仁井田（神有､ 本田､ 汢の
川､ 浜ノ川を含む）・小向・
平串・富岡・中ノ越

根元原・東大奈路・西川角

８日（水） 口神ノ川・中神ノ川・奥神ノ
川・仕出原

大井野・宮内・根々崎・東川
角

９日（木） 高野・若井川・峰ノ上・見付 金上野

10日（金） 神ノ西・窪川・西原・若井・
天ノ川・大向 茂串町・本町・新開町

12日（日） 申告未済者（全地域）

13日（月） 古市町・榊山町・東町 香月が丘

14日（火） 北琴平町・琴平町 申告未済者（全地域）

15日（水） 申告未済者（全地域）

令和５年　税の申告相談日程
大正地域、十和地域、窪川
地域の順に行います

※申告会場が昨年
から変更されて
おります
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■一般会計と特別会計の決算額
会計区分 歳入 歳出 差引収支

一般会計  ( ▲ 7,446 万円 )
207 億 2,554 万円

 ( ▲ 3 億 3,207 万円 ) 
199 億 1,905 万円

 (＋2 億 5,761 万円 )
8 億 649 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 23 億 3,265 万円 23 億 1,768 万円 1,497 万円
国 保 大 正 診 療 所 3 億 6,836 万円 3 億 6,836 万円 0 万円
国 保 十 和 診 療 所 9,196 万円 9,196 万円 0 万円
大 道 へ き 地 診 療 所 869 万円 869 万円 0 万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3 億 2,908 万円 3 億 2,527 万円 381 万円
介 護 保 険 事 業 27 億 7,223 万円 26 億 1,282 万円 1 億 5,941 万円
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 窪 川 荘 3 億 4,414 万円 3 億 4,407 万円 7 万円
特 別 養 護 老 人ホーム四 万 十 荘 2 億 7,931 万円 2 億 7,931 万円 0 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 2,707 万円 2,707 万円 0 万円
下 水 道 事 業 5,604 万円 5,604 万円 0 万円

全 会 計 合 計　［単純合算］  ( ▲ 2 億 4,365 万円 ) 
273 億 3,507 万円

 ( ▲ 5 億 1,606 万円 ) 
263 億 5,032 万円

 (＋2 億 7,241 万円 )
9 億 8,475 万円

■企業会計（公営企業）の決算額
水道事業会計 収入 支出 差引収支

収益的収支 ( 消費税抜き ) 5 億 8,175 万円 5 億 1,769 万円 6,406 万円
資本的収支 ( 消費税込み ) 1 億 5,061 万円 4 億 5,583 万円 ▲ 3 億 522 万円

※［資本的収支］差引収支不足額は過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんしています。

※町債（地方債）は、公共施設の建設や災
害復旧事業などの財源として町が借り入れ
るお金で、いわゆる町の借金です。しかし、
個人の借金とは違って、将来その返済 ( 元
利償還金 ) の一部が地方交付税として国か
ら交付されるものが多数あります。

　左表のとおり、一般会計の町債残高は
183 億 4,857 万円ありますが、そのうち
地方交付税で交付されるものなどを除き、
町が税金等で支払う実質の負担額は 40
億 5,841 万円（町債残高の 22.1％相当額）
となっています。

（注）各表の上段（　）書きは、一般会計合計並びに全会計合計の前年度からの増減額を　
　　 表しています。

■町の財産
● 土　　地 ・・・・・2,416 万 8,083 ㎡ ● 有価証券 ・・・・・・・・・・・・・・・105 万円
　（うち山林 ・・・・1,412 万 8,352 ㎡） ● 出資権利 ・・・・・・・・・5 億 2,816 万円
● 建　　物 ・・・・・・・・19 万 7,728 ㎡ ● 債　　権 ・・・・・・・・・1 億 7,538 万円
● 推定立木 ・・・・・・・・68 万 6,797 ㎥ ● 物　　品（自動車など） ・・・・ 234 台
● 地 上 権 ・・・・・・・・・・・・・3,394 ㎡ ● 物　　品（美術品など） ・・・・ 751 点

■基金（一般会計と特別会計）残高
会計 基金名 金額 会計 基金名 金額

一般
会
計

一 般 会 計 財 政 調 整 基 金 44 億 2,070 万円
一般
会
計

奨 学 金 返 還 支 援 基 金 2,960 万円
減 債 基 金 11 億 5,536 万円 土 地 開 発 基 金 2 億 1,386 万円
施 設 等 整 備 基 金 15 億 6,045 万円 奨 学 金 貸 付 基 金 1 億 2,166 万円
地 域 福 祉 基 金 2 億 7,782 万円 県 証 紙 売 捌 基 金 69 万円
地 域 振 興 基 金 2,500 万円 一 般 会 計 小 計 (＋7億5,699万円)

130 億 9,150 万円ふ る さ と 創 生 基 金 1 億 3,443 万円
中山間ふるさと・水と土保全基金 2,287 万円

特
別
会
計

国 保 会 計 財 政 調 整 基 金 1 億 8,753 万円
ふ る さ と 支 援 基 金 26 億 7,634 万円 国保会計高額医療費貸付基金 1,059 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 振 興 基 金 683 万円 国 保 大 正 診 療 所 基 金 0 万円
新 し い 町 づ く り 基 金 2,160 万円 国 保 十 和 診 療 所 基 金 0 万円
合 併 特 例 債 ま ち づ くり 基 金 16 億 1,850 万円 介 護 会 計 財 政 調 整 基 金 2 億 2,961 万円
園 芸 作 物 価 格 安 定 基 金 8,500 万円 特別養護老人ホーム窪川荘基金 7,795 万円
過疎地域持続的発展特別事業基金 4 億 3,315 万円 特別養護老人ホーム四万十荘基金 0 万円
防 災 ま ち づ く り 基 金 2 億 4,501 万円
学 校 施 設 等 整 備 基 金 1,187 万円 全会計合計 (＋7億5,517万円)

135億9,718万円森 林 環 境 整 備 基 金 3,076 万円

■町債残高（全会計）
会計区分 町債残高 実質負担額 ※

一 般 会 計 ( ▲ 2 億 2,896 万円 ) ( ▲ 1 億 2,547 万円 )
183 億 4,857 万円 40 億 5,841 万円

特
別
会
計

国 保 大 正 診 療 所 2 億 5,611 万円 1 億 9,857 万円
国 保 十 和 診 療 所 2,377 万円 713 万円
特 養 四 万 十 荘 390 万円 390 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 8,905 万円 4,382 万円
下 水 道 事 業 1 億 8,641 万円 9,170 万円

水 道 事 業 会 計 34 億 7,969 万円 27 億 8,454 万円

全 会 計 合 計 ( ▲ 5 億 5,173 万円 )
223 億 8,750 万円

( ▲ 2 億 9,770 万円 )
71 億 8,807 万円

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

町税
16 億 2,446 万円

（7.8％）

議会費
1 億 1,151 万円

（0.6％）

総務費
47 億 5,807 万円

（23.9％）

民生費
38 億 6 万円

（19.1％ )

衛生費
13 億 2,277 万円（6.6％）

労働費
8 万円（0.0％）

農林水産業費
23 億 867 万円（11.6％）

商工費
7 億 283 万円（3.5％）

土木費
15 億 7,473 万円

（7.9％）

消防費
13 億 3,573 万円

（6.7％）

教育費
11 億 7,570 万円

（5.9％）

災害復旧費
4億2,736万円（2.1％）

公債費
24 億 154 万円（12.1％）

町債
21 億 750 万円

（10.2％）

県支出金
23 億 5,060 万円

（11.4％）

国庫支出金
26 億 1,159 万円

（12.6％）

地方交付税
74 億 6,724 万円（36.0％）

分担金および負担金・
使用料および手数料
3 億 2,337 万円（1.6％）
財産収入・繰越金・
諸収入
6 億 6,338 万円（3.2％）

寄附金
13 億 7,604 万円

（6.6％）
繰入金
14 億 5,197 万円

（7.0％）

地方譲与税・利子割交付
金・法人事業税交付金・
地方消費税交付金・環境
性能割交付金・地方特例
交付金など
7 億 4,939 万円（3.6％）

諸支出金 0 万円（0.0％）

町　民　税   5億7,990万円
固定資産税  8億3,457万円
軽自動車税  8,723万円
町たばこ税  1億2,194万円
入　湯　税  82万円

〈町税内訳〉

　まちの家計簿といわれる令和３年度の決算が監査委員によ
る監査、また、町議会決算特別委員会の審査を経て、町議会
12 月定例会で認定されました。
　一般会計と特別会計 ( 水道事業会計を除く ) を合わせた歳
出総額は、263 億 5,034 万円となっています。
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染症対応関連事業を
はじめ、木材加工流通施設整備事業や音声告知設備再構築事
業等を実施し、また、ふるさと支援推進事業（ふるさと納税）、
移住・定住促進、人材育成、子育て支援、高齢者対策といっ
たソフト事業にも取り組む一方、基金（預金）の積み増しや
町債残高（借金）の圧縮など、中・長期的な視点に立ち、本
町が目指す将来像に向け、幅広い事業に取り組みました。

 

一
般
会
計
に
お
け
る

 

町
民
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
（
年
間
）

目 的 別 町民一人あたり
議 会 費 6,999 円
総 務 費 298,630 円
民 生 費 238,503 円
衛 生 費 83,021 円
労 働 費 5 円
農 林 水 産 業 費 144,899 円
商 工 費 44,111 円
土 木 費 98,834 円
消 防 費 83,834 円
教 育 費 73,790 円
災 害 復 旧 費 26,823 円
公 債 費 150,727 円
諸 支 出 金 0 円

計 1,250,176 円
（令和４年 3 月 31 日現在の人口）15,933 人

令和３年度の
主要事業

● 新型コロナウイルス感染症対応関連事業
● 木材加工流通施設整備事業
● ふるさと支援推進事業（ふるさと納税）

● 移住・定住促進事業（住宅整備や補助金など）

● 人材育成推進事業（町営塾、ビジネスコンテストなど）

● 子育て支援事業（出産祝金など）

● 高齢者対策（在宅福祉事業、配食サービスなど）

● 町道改良及び橋梁点検・耐震化事業

【 一般会計の決算状況 】
　　歳入総額は 207 億 2,554 万円、歳出

総額は 199 億 1,905 万円で、歳入歳出
差引額は 8 億 649 万円となり、さらに翌
年度へ繰り越すべき財源 2 億 2,923 万円
を除いた実質収支は 5 億 7,726 万円の
黒字となりました。

　　令和３年度は、歳入では都道府県支出
金において、木材加工流通施設整備事
業の実施等により 7 億 715 万円の増と
なったほか、地方交付税において新たに
創設された臨時経済対策費や臨時財政対
策債償還基金費により普通交付税で 3 億
4,868 万円の増となった一方、国庫支出
金において、特別定額給付金給付事業費
補助金の減等により、13 億 216 万円の
大幅な減となっています。

　　歳出では、住民税非課税世帯等臨時特
別給付金や子育て世帯への臨時特別給付
金などの増により扶助費で 4 億 9,047 万
円の増となったほか、木材加工流通施設
整備事業や音声告知設備再構築事業など
の大型事業の実施により普通建設事業費
で 4 億 4,276 万円の増となった一方、特
別定額給付金の減により補助費等で 17
億 7,206 万円の大幅な減となっています。

　　この結果、前年度の決算額と比較して
歳入で 7,446 万円・0.4％の減少、歳出
で 3 億 3,207 万円・1.6％の減少となりま
した。

　　また、町の預金である基金残高は、前
年度末から 7 億 5,677 万円増加し 127
億 5,529 万円となる一方、町の借金であ
る地方債残高は前年度末から 2 億 2,897
万円減少し 183 億 4,857 万円となってい
ます。

歳入総額
207億2,554万円

令和３年度

歳出総額
【目的別】

199億1,905万円

詳細については、町ホームページ　
「四万十町の財政状況」コーナー　 
で公表しています。
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お知らせ

生徒
会長に

聞く！

　四万十川の現状を知るため、川とともに生きる人々へのインタビューを四万十市が行いました。これまで四万十川の
ために流域住民が取り組むこと、気にしてほしいことなどを紹介していましたが、流域に住む人たちでも、地域が違え
ば取り組みなども異なってきますので下流部に住む方へのインタビューの内容を掲載させていただきます。

　谷吉さんご夫婦は、四万十川のほとりでカヌーとサップの体験ができる
「w i t h R I V E R （ ウィズリバー） 」を営んでおり、春から秋は四万十川
のガイド、閑散期の冬は林業をしています。

　ガイドをしながら川の環境が悪化してきていると肌で感じていました。そんな時「魚がすくのうなった。山をもっと豊
かにすれば川も豊かになるはず。」と言っている方がいました。植林の山は適度な管理を行い、腐葉土が出来る豊か
な山が必要で、そうすると川も豊かになる。このサイクルが重要である事を橋本光治先生に教えて頂きました。現在は
上村製材所の上村賢介さんに紹介して頂いた山で冬は林業をしています。
　「四万十川はいかんなった」と思うかもしれません。しかしガイド中に水上から見る四万十川は美しく、この雄大な
景色は鳥肌ものです。「四万十川まだまだ捨てたもんじゃないやいか」と思います。人が手を入れたものは適度に人の
手が入ることで現状を好転させることが出来るはずです。私たちはたくさんの人に助けてもらい支えられ、四万十川
を守りたいという思いで川と山で仕事をしています。四万十川が良くなると信じて。

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期
令和４年度　教学施　第１号 
昭和小中学校防球ネット等改修工事 昭和 ㈲国沢組 17,215,000 11/1 11/8 ～ 3/24

令和４年度　町道防災　第１号 
町道折合線法面保護工事 折合 ㈲山崎建設 3,630,000 11/1 11/8 ～ 1/31

令和４年度　防安金　第６-005-１号 
町道落田奈路線　道路改良工事 大井川 ㈲国沢組 28,435,000 11/24 12/1 ～ 3/31

令和４年度（３繰）３災　第 379 号 
一級水系普通河川　相互川　河川災害復旧工事 井崎 ㈲十和建設 2,959,000 11/24 12/1 ～ 2/28

令和４年度（３繰）３災　第 380 号 
一級水系普通河川　里川谷川　河川災害復旧工事 里川 ㈱北幡建設 5,060,000 11/24 12/1 ～ 2/28

令和４年度　災害　第３-17 号 
地吉地区　がけくずれ住家防災対策工事 地吉 ㈲外崎建設 3,740,000 11/24 12/1 ～ 2/28

令和４年度　防安金　第６-009-１号 
町道大道日吉線　道路改良工事 大道 ㈲松元建設 18,370,000 11/24 12/1 ～ 3/31

令和４年度　防安金　第６-012-１号 
町道里川屋敷線　道路改良工事 津賀 ㈱北幡建設 7,260,000 11/24 12/1 ～ 3/24

令和４年度　防安金　第６- １- １号 
町道大奈路中津川線　道路改良工事（木屋ヶ内工区） 木屋ヶ内 ㈱井原組 46,585,000 11/24 12/1 ～ 3/31

令和４年度　移住定住促進用　中間管理住宅改修工事　
設計監理委託業務（１） 町内 ㈱連合設計事務所 4,070,000 11/24 12/1 ～ 3/31

令和４年度　移住定住促進用　中間管理住宅改修工事　
設計監理委託業務（２） 町内 ㈱連合設計事務所 4,400,000 11/24 12/1 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 144 号 
一級水系普通河川　才能川　河川災害復旧工事 奥呉地 ㈲吉岡建設 4,730,000 11/24 12/1 ～ 2/28

令和４年度　４災　第 152 号 
一級水系普通河川　小豆谷川　河川災害復旧工事 床鍋 ㈱藤田建設 3,608,000 11/24 12/1 ～ 2/28

令和４年度　４災　第 177 号 
二級水系普通河川　松尾地谷川　河川災害復旧工事 興津 ㈱はまさき 2,849,000 11/24 12/1 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 178 号 
二級水系普通河川　神子ノ川　河川災害復旧工事 興津 ㈱はまさき 2,662,000 11/24 12/1 ～ 2/28

令和４年度　農耕　第１号 
南川口地区暗渠排水工事 南川口 ㈲山崎建設 8,470,000 11/24 12/1 ～ 3/24

令和４年度（３繰）農耕　第５号 
南川口地区暗渠排水工事 南川口 ㈲山崎建設 2,755,500 11/24 12/1 ～ 2/24

令和４年度　４災　第 165 号 
一級水系準用河川　ヤバシラ谷川　河川災害復旧工事 南川口 ㈲山崎建設 6,985,000 11/24 12/1 ～ 2/28

令和４年度　入　札　結　果　（令和４年 11 月実施分）

※予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税及び地方消費税込みの金額。

生き物を飼う責任を持ち適切に飼いましょう。
迷子になった時に、誰かに発見されたら飼い主の元へ戻れるように、ペッ
トに鑑札や迷子ふだ、マイクロチップなどをつけましょう。飼い主がわか
るようにしてあげないと、迷子になったペットも悲しい思いをします。
いなくなったら、すぐに保健所や警察に届け出ましょう。
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文
化
的
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
文
化
的
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
の
議
会
定
例
会
の
予
算
審
議
に
お
い

て
、
実
施
設
計
や
用
地
取
得
に
要
す
る
費

用
を
は
じ
め
、
施
設
本
体
の
建
築
工
事
費

等
を
含
む
令
和
５
年
度
ま
で
の
「
継
続
費
」

の
設
定
に
つ
い
て
議
決
を
い
た
だ
き
、
施
設

の
本
格
的
な
整
備
に
向
け
、
昨
年
11
月
に

は
実
施
設
計
に
も
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
９
月
の
議
会
定

例
会
で
も
ご
報
告
し
た
と
お
り
、
本
事
業
に

お
い
て
も
全
国
的
な
資
材
単
価
の
高
騰
等
に

よ
る
影
響
を
受
け
、
昨
年
９
月
に
お
示
し
し

た
総
事
業
費
か
ら
増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
議
会
や
町
民
の
皆
様
も
含
め
た
今
後

の
選
択
肢
と
し
て
、「
①
や
む
を
得
な
い
事

情
で
あ
る
た
め
、
設
計
の
見
直
し
等
は
行
わ

ず
に
予
算
計
上
」、「
②
施
設
規
模
の
縮
小

や
設
計
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
含
め
た
総
事

業
費
の
圧
縮
を
検
討
」、「
③
事
業
の一
時

休
止
」
の
３
つ
を
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
本
年
10
月
に
は
実
施
設
計
が

完
了
し
、
こ
の
時
点
で
総
事
業
費
が
約

21
億
２
，６
０
０
万
円
の
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
も
資
材
単
価
の
高
騰

等
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
計
上
の

根
拠
と
な
る
最
終
的
な
総
事
業
費
と
し
て

は
、
実
施
設
計
に
基
づ
く
建
築
工
事
費
等

に
、
発
注
時
ま
で
の
今
後
の
物
価
上
昇
見

込
等
を
加
味
し
た
23
億
１
，７
８
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
ご
説

明
や
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
、

去
る
11
月
１
日
・
２
日
・
４
日
に
大
正
・
十

和・窪
川
地
域
に
お
い
て
計
３
回
の
「
説
明・

意
見
交
換
会
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
後
見
込
ま
れ
る

総
事
業
費
を
は
じ
め
、
こ
れ
に
充
て
る
財
源

や
町
の
財
政
状
況
、
現
在
の
町
立
図
書
館
・

美
術
館
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
か
ら
も
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
約
１
０
０
名
の
皆
様

か
ら
は
「
予
定
ど
お
り
令
和
６
年
度
に
開

館
で
き
る
の
か
。」
「
説
明
を
受
け
、
財
政

的
に
問
題
が
な
く
施
設
規
模
や
サ
ー
ビ
ス
が

華
美
過
大
な
も
の
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
。

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
の
で
、
計
画
ど
お
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
て
ほ
し
い
。」
と
い
っ

た
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た一方
、「
コ
ロ
ナ
禍

や
物
価
高
騰
の
中
、
果
た
し
て
必
要
な
整

備
な
の
か
。」
「
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
、

時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。」
と

い
っ
た
声
や
、
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中

で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
心
配
さ
れ
る
声
な

ど
、
多
数
の
ご
意
見
や
ご
質
問
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
、
各
会
場
で
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
四
万
十
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
行
政
放
送
」
枠
内
で
、「
前

編
」
と
「
後
編
」
の
２
回
に
分
け
て
放
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
視
聴
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
29
日
に
は
「
四
万
十
町
の

未
来
を
考
え
る
会
」か
ら
町
長
宛
て
に
、「
文

化
的
施
設
整
備
事
業
の一時
休
止
を
求
め
る

請
願
書
」
が
３
，５
９
５
名
の
署
名
と
共
に

提
出
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
署
名
数
に
つ
き

ま
し
て
は
、
提
出
者
に
よ
る
集
計
ベ
ー
ス
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
に
、
ご
不
安
を
お
持
ち
の
こ
と
と
受
け
止

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
場
面
や
機
会
を
通
じ
て
ご
意
見
等
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ご
意
見
等
も
十
分

に
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
結
果
、
私
た
ち
町
民
に
は
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
歴
史
を

次
世
代
に
守
り
伝
え
る
責
任
が
あ
る
と
と
も

に
、
こ
の
町
で
暮
ら
す
私
た
ち
の
今
と
未
来

の
た
め
に
も
、
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
ま
ち
づ
く
り
や
文
化
施
策
の
核
と

な
る
施
設
の
整
備
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
判
断
し
、
今
議
会
の一般
会
計
補
正

予
算
に
お
き
ま
し
て
、
関
連
す
る
歳
入
歳

出
予
算
や
継
続
費
の
変
更
に
係
る
補
正
予

算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、
１
点
目
に
、
本

事
業
が
基
本
構
想
や
基
本
計
画
、
さ
ら
に

は
施
設
の
整
備
に
必
要
な
予
算
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
６
年
間
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て

き
た
事
業
で
あ
る
こ
と
。
２
点
目
と
し
て
、

旧
役
場
本
庁
舎
跡
地
を
建
設
予
定
地
と
し

た
「
基
本
設
計
」
が
令
和
２
年
度
末
に
完

了
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
昨
年
９
月
の
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
施
設
の
規
模
や
構
造
等

も
含
め
、
開
館
ま
で
に
必
要
な
予
算
を
お

認
め
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
。
３
点
目
と
し

て
、
今
回
の
増
額
理
由
が
、
施
設
規
模
や

構
造
等
の
変
更
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
全

国
的
な
資
材
単
価
の
高
騰
等
に
伴
う
影
響

で
あ
る
こ
と
。
４
点
目
と
し
て
、
施
設
規
模

に
つ
い
て
は
「
基
本
構
想
」
や
「
基
本
計
画
」

の
検
討
結
果
を
反
映
し
た
、
必
要
最
低
限

の
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
さ

ら
に
施
設
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
町
の
人

口
規
模
か
ら
み
た
蔵
書
数
や
、
収
蔵
品
の

適
切
な
管
理
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
計
画

し
て
い
る
施
設
規
模
が
必
要
で
あ
り
、
早
急

な
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
５
点
目

と
し
て
、
有
利
な
財
源
と
し
て
見
込
ん
で
い

る
合
併
特
例
事
業
債
の
借
入
期
限
が
令
和

７
年
度
末
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
。
６
点
目
と

し
て
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
も
行
い
、

令
和
４
年
12
月

令
和
４
年
12
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

今
後
も
引
き
続
き
健
全
財
政
を
維
持
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。
最
後
に
、
若
い
世

代
や
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
の
施
設
の
整

備
を
求
め
る
声
や
期
待
を
寄
せ
る
声
も
多

く
、
以
上
の
点
を
総
合
的
に
判
断
し
、
先

に
お
示
し
し
て
い
た
選
択
肢
の
「
①
設
計
の

見
直
し
等
は
行
わ
ず
に
予
算
を
計
上
」
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
関
連
す
る
「
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の一部
変
更
」
と

「
補
正
予
算
」
を
、
今
議
会
に
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
こ
の
町
の
未
来
を
つ
く
る
重

要
な
施
策
で
あ
り
、
今
回
の
決
定
は
大
変

大
き
な
判
断
と
な
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
も
ご

説
明
し
た
と
お
り
、
施
設
に
期
待
を
寄
せ

る
声
も
多
い
中
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
等
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
検
討
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

町
立
図
書
館
・
美
術
館
の
課
題
の
根
本
的

な
解
決
を
図
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
町
の
魅
力
を
高
め
、

定
住
や
人
口
の
増
加
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

概
要
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

10
月
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
、

２
回
目
接
種
を
済
ま
さ
れ
た
12
歳
以
上
の

方
と
な
り
、
本
町
で
は
、
約
１
４
，０
０
０

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
接
種
間
隔
も
５
カ
月
か
ら
３
カ
月

へ
と
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
７
月
か
ら

８
月
ま
で
に
４
回
目
接
種
を
終
え
ら
れ
た
60

歳
以
上
の
方
な
ど
が
、
11
月
末
ま
で
に
接

種
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
予

約
セ
ン
タ
ー
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
順

次
、
接
種
券
の
発
送
を
行
い
、
現
在
、
接

種
可
能
な
方
に
は
接
種
券
の
配
布
を
完
了

し
、
年
内
に
接
種
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
日
の
接
種
が
難
し
い
方
に
は
、

土
曜
日
に
「
き
ら
ら
大
正
」、日
曜
日
は
「
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
集
団

接
種
を
12
月
３
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
小
児
用

ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
は
、
９
月
27
日
か

ら
予
約
を
開
始
し
接
種
を
行
っ
て
お
り
、
新

た
に
接
種
対
象
と
な
っ
た
生
後
６
か
月
か
ら

４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
接
種
は
、
12
月
６
日

か
ら
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
控
え
、
第
８
波
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、一人
で
も
多
く
の
町
民
の

皆
様
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

促
進
に
つ
い
て

　

本
年
11
月
30
日
現
在
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、
全
国
平
均
が

53
・
９
％
、
本
町
が
47
・
１
％
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
２
か
月
間
で
全
国
平
均
と
の
差
は

13
％
ほ
ど
縮
小
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

間
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
本
町
の

商
品
券
配
布
事
業
が
相
ま
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
申
請
さ
れ
た
町
民
は

延
べ
１
１
，０
０
０
人
を
超
え
、
申
請
率
は

68
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、四
万
十
町
役
場
に
お
い
て
は
、カ
ー

ド
の
交
付
申
請
の
た
め
の
臨
時
窓
口
を
設
置

し
て
対
応
し
て
お
り
、
今
月
18
日
ま
で
は
日

曜
日
も
開
庁
し
て
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
カ
ー
ド
の
取
得

促
進
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。子

育
て
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
第
２
次
四
万
十
町
総
合
振

興
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
予
測
さ
れ
る
人
口

減
少
が
最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
の
抑
制
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
少
子
化
の
背
景
に
あ
る
社
会
意
識
を

問
い
直
し
、
家
族
の
重
要
性
の
再
認
識
を

促
し
、
ま
た
若
い
世
代
の
不
安
感
の
原
因
に

総
合
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

少
子
化
対
策
の
抜
本
的
な
拡
充
、
強
化
、

転
換
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
「
子
ど
も
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
視
点
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

妊
産
婦
か
ら
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
へ
の
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な

る
充
実
と
拡
充
を
図
る
た
め
、
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
議
会
で
は
、

そ
の一つ
と
し
て
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校

生
ま
で
に
拡
充
す
る
た
め
の
条
例
改
正
を
議

案
と
し
て
上
程
し
、
来
年
度
施
行
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
分
野
で
は
、
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
提
供
し
て
い
る
給
食
と
各
校
で

学
習
に
用
い
て
い
る
副
教
材
に
係
る
保
護
者

負
担
を
来
年
度
当
初
か
ら
求
め
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
生
徒
の
人
数
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
負

担
額
が
異
な
る
修
学
旅
行
の
費
用
の
平
準

化
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
妊
娠
、
出
産
を
含
む

子
育
て
と
仕
事
が
両
立
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
取
組
と
し
て
、
心
理
的
な
負
担
軽

減
、
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
先
に

申
し
上
げ
た
支
援
策
と
合
わ
せ
て
、
来
年

度
予
算
等
に
反
映
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
文
化
的
施
設
を
含
む
将
来
の

四
万
十
町
に
必
要
な
施
策
を
推
進
し
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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職　種 年　齢 時給 業務内容 ･ 要件など 採用 ･ 登録の別

①図書館・美術館運営補助員
②移動図書館車運転手

おおむね
55 歳まで

922 円～ 957 円
7 時間 : 月 21 日

●簡単なパソコン（ワード・エクセル）操作ができる者
●①図書館・美術館業務などの補助
●②移動図書館車の運転および受付・貸出業務など
●勤務時間はシフトにより決定。土・日の勤務可能で、

図書館活動に意欲的な方
●普通自動車運転免許取得者

①登録：1 年間
②採用：1 名

①保育士　②保育教諭
（パート含む）

976 円～ 1,228 円
7 時間～ 7 時間 45 分

月 21 日
●①保育士免許取得者
●②保育士及び幼稚園教諭免許取得者 登録：１年間

保育士補助員・保育教諭補助員
（パート含む）

922 円～ 957 円
7 時間～ 7 時間 45 分

月 21 日
●保育業務において保育者を補助し、児童の成長過程

に携わる意欲のある者 登録：１年間

子育て支援員
（パート含む）

922 円～ 1,148 円
7 時間～ 7 時間 45 分

月 21 日

●保育業務において保育者を補助し、児童の成長過程
に携わる意欲のある者で子育て支援員の資格を有す
る者

登録：１年間

①保育所・認定こども園調理員
②子育て支援センター調理員

（パ―ト含む）

922 円～ 1,148 円
7 時間～ 7 時間 45 分

月 21 日
●調理師免許取得者または、調理業務等において一定

の経験を有する者 登録：１年間

専任補導員 制限なし 950 円～ 1,188 円
７時間 45 分 : 月 16 日

●少年の非行防止及び福祉に深い関心を持ち、指導力
があること。

●普通自動車運転免許取得者
採用：３名

▼勤務日数・勤務時間
　●勤務の日数・時間帯については、職種によって異なります。その他、任命権者が定める時間となります。　　

▼給料・報酬
　●職種によって、給料額・報酬額（月額、日額、時間額）が異なります。

▼手当
　●期末手当：支給基準日に在籍している方に対して、勤務期間に応じた手当を支給します。（支給の対象とならない職種が

一部あります。）
　●通勤手当（費用弁償）：一定の距離以上の通勤を対象として、支給します。
　●その他、時間外勤務手当等：職務内容・勤務時間により、対象となる手当を支給します。
　　＊報酬の対象となる職種については、時間外手当等は、報酬に加算して支給します。

▼申込方法
教育委員会、大正・十和各地域振興局町民生活課に備え付けの申込書・履歴書に必要事項を記入し、資格等を必要とする職
種については、資格等を確認できる免許等の写しを添付のうえ提出して下さい。運転免許取得者は、その写しも添付してく
ださい。
＊履歴書の職歴については、本町での職歴（旧町村の職歴を含む）を、特に詳細に記載ください。

▼受付期間　１月 10 日（火）～ 31 日（火）【土・日・祝日等の閉庁日を除きます】（２月１日以降も随時申し込むことができます。）

▼受付時間　８：３０～ 17：15 まで（12：00 から 13：00 までの時間を除く）

▼面接日時　２月中旬を予定（該当者へは別途通知します。）

▼登録名簿の有効期間　４月１日～令和６年３月 31 日

▼任用期間　４月１日～令和６年３月 31 日までのうち、任用が必要な期間（最長１年間）
■問い合わせ先
　四万十町教育委員会　学校教育課関係　

((22-2594　生涯学習課関係　

((

22-3576
■提出先
　四万十町教育委員会　●大正地域振興局　町民生活課　●十和地域振興局　町民生活課

●生涯学習課関係

広
告

　行政事務等を補助していただける方、定型的業務を行っていただける方などを名簿に登録しておき、必要な業務に応じて任
用させていただくものです。今回の募集については、令和５年度の会計年度任用職員登録をするために行うものです。登録を
ご希望の方は、下記によって申込をしてください。なお、この登録については、任用をお約束するものではありませんので、
ご了承ください。

職　種 年　齢 時給 業務内容 ･ 要件など 採用 ･ 登録の別
一般事務
①学校教育課事務補助員
②窪川学校給食センター事務補助員
③大正学校給食センター事務補助員
④十和学校給食センター事務補助員

おおむね
55 歳まで

922 円～ 957 円
７時間 : 月 21 日

●簡単なパソコン（ワード ･ エクセル）操作ができる者
●③④については、給食配送補助業務あり
●③④については、８月は１０日間勤務
●普通自動車運転免許取得者

①採用：1 名
②採用：1 名
③採用：1 名
④採用：1 名

特別支援教育支援員 922 円～ 1,148 円
７時間 : 月 21 日

●発達障害の児童生徒に対する学習支援、学習活動・
教室間移動などにおける介助、学校行事における介
助など

登録：１年間

学校事務員　 922 円～ 1,148 円
７時間 : 月 21 日

●学校事務に係る業務
●簡単なパソコン（ワード ･ エクセル）操作ができる者 採用：若干名

学校図書館支援員 922 円～ 957 円
７時間 : 月 21 日

●学校図書の整理・修繕・貸出、図書室の環境整備、
授業などで必要となる資料の準備など図書に係る業
務全般

●図書に興味があり、児童生徒とのコミュニュケーショ
ンがとれる方

採用：２名

学校校務員 922 円～ 957 円
７時間 : 月 21 日 ●学校美化 ･ 給食配膳業務、学校運営関連雑務など 採用：若干名

ＩＣＴサポーター 922 円～ 1,148 円
７時間 : 月 21 日

●学校の情報通信機器使用に関するサポート業務
●パソコンやネットワークについて知識があり、教職員・

児童生徒とコミュニケーションがとれる者
●普通自動車運転免許取得者

採用：若干名

放課後等学習支援員 制限なし 1,228 円
●放課後の補充学習の指導補助、児童生徒への個別

指導や宿題の点検補助など
　（１日２時間程度の変則勤務）

登録：１年間

スクールソーシャルワーカー 制限なし 1,220 円～ 1,327 円
７時間 : 月 16 日

●小中学校や保育所など、家庭を訪問し、家庭環境・
発達・不登校などの課題を抱える児童生徒やその保
護者に関わり、家庭・学校・専門的関係機関などと
のつなぎを行う。

●支援を要する就学前児童について、保育所などと小
学校との情報共有・引継ぎを行う。

●社会福祉士や精神保健福祉士などの資格を有する
者、または、教育と福祉に関する専門的な知識を有し、
教員や福祉分野などにおいて活動経験実績のある者

●普通自動車運転免許取得者

採用：１名

発達支援等支援員 制限なし
1,043 円～ 1,228 円

７時間 45 分 : 月 16 日
または７時間 : 月 21 日

●児童生徒の発達支援及び学習指導、相談業務など
●社会福祉士、言語聴覚士、理学療養士などの資格を

有する人、または、専門的なの知識を有し活動経験
実績のある者

●普通自動車運転免許取得者

採用：１名

教員業務支援員 制限なし 922 円～ 957 円
6 時間 : 月 21 日

●学習プリント等の準備や採点業務や来客・電話対応、
新型コロナウイルス感染症対策の消毒作業等 採用：若干名

臨時登録運転手 おおむね
65 歳まで 1,148 円～ 1,327 円 ●大型免許または中型免許（８ｔ限定なし）の免許を所

有する 65 歳までの健康な方 登録：1 年間

学校給食センター配送員 制限なし
1,077 円

①窪川②大正
10：00-15：00
（休憩 1 時間）

●普通運転免許（ＭＴ車）取得者で健康な方
●学校給食・食器の配達および回収、配送車の清掃、

施設整備など（①２ｔトラックでの配送があり）
●勤務日時は、月～金の給食がある日（８月休み）

①採用：4 名
②採用：1 名

●学校教育課関係

広
告

四万十町教育委員会
令和５年度会計年度任用職員を募集します募 集
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健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

1 歳 6か月児健診 1/25（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

健康福祉課((

22-3115赤ちゃん相談 2/1（水） 13:30 ～16:00

窪川地域子育て支援センター
4 か月児・7か月児
健診 2/15（水） 対象者に個別通知

母乳相談 2/16（木） 9:30 ～11:30 十和地域子育て支援センター 十和　町民生活課((

28-5112

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

健 康 広 場

子育て通信

医
　
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
指
の
痛
み
、
し
び
れ
を
起
こ
す

手
根
管
症
候
群
の
お
は
な
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

人
指
し
指
、
中
指
に
し
び
れ
や
疼
痛
が

起
こ
り
易
く
、
く
す
り
指
、
親
指
に
及
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
痛
み
・
し
び
れ
は
夜
間
や
早
朝
に
強

く
な
り
、
手
を
振
る
こ
と
で
痛
み
が
軽
快
す
る
よ
う
で
す
。

　
親
指
の
付
け
根
の
筋
力
の
低
下
と
し
び
れ
・
痛
み
の
た
め
指

を
使
う
細
か
い
作
業
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
正
中
神
経

が
手
首
に
あ
る
手
根
管
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
を
通
って
お
り
神
経

が
何
か
の
原
因
で
圧
迫
さ
れ
、
し
び
れ
や
痛
み
・
知
覚
障
害
が

起
こ
り
ま
す
。

　
原
因
と
し
て
は
、
腱
鞘
炎
・
手
の
過
度
の
使
用
・
手
首
の
骨

の
骨
折
後
の
後
遺
症
・
ガ
ン
ク
リ
オ
ン
な
ど
の
腫
瘤
形
成
・
長

期
間
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
、
こ
れ
ら
が
発
症
の
要

因
と
な
る
よ
う
で
す
。

　
手
首
を
た
た
く
と
、
し
び
れ
・
痛
み
が
指
先
に
響
く
、
手
首

を
手
掌
側
に
曲
げ
る
と
手
指
に
し
び
れ
・
痛
み
が
出
る
な
ど
簡

単
な
テ
ス
ト
で
診
断
が
で
き
ま
す
。

　
頚
椎
の
障
害
や
糖
尿
病
の
合
併
に
よって
同
様
な
症
状
が
認

め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
と
の
鑑
別
診
断
が

必
要
で
す
。　

　
こ
れ
ら
の
症
状
に
気
に
な
る
方
は
、
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所

入
吉
宏
紀
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

手
根
管
症
候
群

の
お
は
な
し

指
の
し
び
れ
を
感
じ
た
ら

広
告

健 康 広 場
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お知らせ お知らせ
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Information Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

1/14（土） 横山水道設備 ((

22-3608

1/15（日） 岩本商店 ((

22-2716

1/21（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

1/22（日） 宮脇水道 ((

22-1581

1/28（土） 高橋設備 ((

22-0662

1/29（日） 桑原水道 ((

22-1163

2/4（土） 横山水道設備 ((

22-3608

2/5（日） 岩本商店 ((

22-2716

2/11（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

2/12（日） 宮脇水道 ((

22-1581

1/15（日） 大西病院 ((

22-1191

1/22（日）

くぼかわ病院 ((

22-1111

1/29（日）

2/5（日）

2/11（土）

2/12（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

人権相談【窪川】 2/1（水） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

町民課((

22-3117

人権相談【十和】 2/2（木） 10:00～15:00 コミュニティセンターとおわ 十和　町民生活課((

28-5112

１日行政相談【大正】 2/9（木） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　応接室 大正　地域振興課((

27-0111

１日行政相談【十和】 2/9（木） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和　地域振興課((

28-5111

１日行政相談【窪川】
2/14（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111
3/14（火） 10:00～15:00

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止とさせていただく場合があります。

地域福祉計画の意見公募に
ついて

　四万十町第３期地域福祉計画の意見公募を実施しま
す。

▼意見募集期間
　２月１日 ( 水 ) ～２月 21 日 ( 火 )（予定）

▼資料の閲覧方法
本庁舎西庁舎・大正地域振興局・十和地域振興局・興
津出張所の閲覧所・四万十町のホームページ

■お問い合わせ先　健康福祉課　

((

22-3115

高齢者インフルエンザ予防接種
期間延長について

　高齢者インフルエンザワクチン接種期間延長について
お知らせです。
　高齢者インフルエンザワクチン接種は１月 31 日まで
延長されました。接種期間の延長のみで、対象者の範囲
は変更ありません。

▼対象者
令和４年 12 月 31 日までに 65 歳以上となった者 、
令和４年 12 月 31 日までに 60 歳以上 65 歳未満の者
で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活行動が極度に制限される程度の障害を有する者
およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常
生活がほとんど不可能な程度の障害を有する者

▼実施期間　1 月 31 日 ( 火 ) まで
　※医療機関の休診日を除く

▼接種回数　実施期間中に 1 回のみ

▼接種費用　自己負担金　1,100 円　
※生活保護受給者は、接種の際、下記問い合わせ先に
て発行する「自己負担金免除証明書」が必要となりま
す。（本人以外が申請する場合は委任状が必要です。）

▼接種の申込先
県内のインフルエンザワクチン接種可能医療機関

■お問い合わせ先
健康福祉課　

((
22-3115

大正　町民生活課　

((

27-0112
十和　町民生活課　

((

28-5112
興津出張所

((

25-0001

　コロナ禍により原油価格や電気・ガス料
⾦を含む物価⾼騰等の影響を受けた町⺠の
家計の負担軽減を図るため、町内で使⽤で
きる『四万⼗町家計応援商品券』（町⺠⼀⼈
当たり 5,000 円分）を令和４年７⽉１⽇時
点で四万⼗町に住⺠登録のある⽅に配布し
ています。その商品券の使⽤期限が迫って
いますので、使い忘れにご注意ください。
※使⽤期限を過ぎた場合は使⽤することが
できません。

四万⼗町家計応援商品券の
使⽤期限が迫っています！

事
例
❶

事
例
❷

［お問い合わせ先］ 22-3119 大正 町民生活課 27-0112 十和 町民生活課 28-5112環境水道課

不用品の買い取り・処分について
　不用品の買い取り・回収に軽トラックで巡回しているものや、チラシを配布したり、インターネットで広告しているもの
があります。なかには、「無許可」の廃棄物回収業者がおり、安易に処理を依頼すると思わぬトラブルや不法投棄、不適正
処理の原因になりますので、注意が必要です。

「不用になった家電品を無料で処分する」と拡声器
で呼びかける軽トラックが通ったので処分を頼んだ
ら、無料のはずが高額な処分費用を請求された。

「不用品を何でも買い取る」という電話があり、不用な
衣類の買い取りをお願いしたら、訪れた際に衣類以外
のアクセサリーなど貴金属を出すように求められた。

※家電リサイクル法対象製品（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、エアコン）は、指定の業者・家電小売店にリサイクル料
を支払って処分する必要があります。家電リサイクル法対象製品の処分方法については、次回の広報に掲載します。ごみの出し方
についてご不明な点などございましたらお問い合わせください。

ご注意
ください
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Event Information

四万十町議会議員選挙
日程等のお知らせ

　任期満了に伴う町議会議員選挙が下記の日程で行われ
ます。
　「 君の未来　地域を動かす　その一票」
　（明るい選挙啓発作品募集事業受賞作品）　
　棄権しないで投票しましょう。

投票の日程

▼告 示 日　１月 24 日（火）

▼投 票 日　１月 29 日（日）

▼投票場所
　四万十町内の各投票所（第１～第 57 投票所）

▼投票時間
各投票所によって異なりますので、必ず１月 25 日発
送の入場券ハガキでご確認ください。

期日前投票の日程

▼期 日 等
　１月 25 日（水）～ 28 日（土）　
　８:30 ～ 20:00（興津出張所は 17:00 まで）

▼場　　所
役場本庁、大正地域振興局、十和地域振興局、興津出
張所

※入場券ハガキが届く前でも投票はできます。
開票の日程

▼期日等　１月 29 日（日）20:30 ～

▼場　所　四万十町農村環境改善センター
選挙公報発行のお知らせ

　選挙公報は、候補者の氏名・経歴・政見等を掲載した
文書で、各候補者が用意した原稿を原文のまま掲載し、
選挙管理委員会が発行するものです。

▼発行時期
告示日の翌日から投票日の間のできるだけ早い時期に
発行します。

▼配付方法
朝日新聞・高知新聞・日本経済新聞・毎日新聞・読売
新聞の５紙への新聞折り込みでお届けする予定です。
新聞を定期購読されていない世帯で配付を希望される
世帯には、郵送でお届けしますので、１月 20 日（金）
までに電話、FAX 等の方法にて選挙管理委員会まで「住
所・世帯主名・電話番号」をお知らせください。
そのほか、選挙公報は、本庁、各地域振興局、興津出
張所等への備え置き、選挙管理委員会のホームページ
への掲載も行います。

■お問い合わせ先　四万十町選挙管理委員会
　

((

22-3111　FAX 22-3123

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金のお知らせ

　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金は、住
民税均等割非課税世帯や令和４年１月以降に予期せず家
計急変のあった世帯を支援する給付金です。
　給付金を受給するには、手続きが必要な場合がありま
す。

▼支給対象となる世帯
①住民税非課税世帯

世帯全員の令和４年度の住民税が非課税の世帯。
ただし、住民税が課税されている方の扶養親族のみ
の世帯は対象外となります。

②家計急変世帯
予期せず令和４年１月以降の収入が減少し「住民税
非課税相当」の収入となった世帯

▼給付金の支給手続き
①住民税非課税世帯
●世帯の全ての方が令和４年１月１日以前から四万十

町にお住いであり、前回の臨時特別給付金受給手続
きから令和４年９月 29 日までに世帯構成等に変更
がない場合
◎令和４年 11 月 28 日に対象世帯に『「電力・ガス・

食料品等価格高騰緊急支援給付金」の支給のお
知らせ』を発送しています。

◎支給口座の変更や、受給拒否をされる世帯、住民
税が課税されている方の扶養親族のみの世帯等
でご連絡をいただいた世帯以外の世帯は、令和４
年 12 月 16 日にすでに給付金を支給しています。

●世帯の中に、令和４年１月２日以降に転入した方が
いるまたは前回の臨時特別給付金受給手続き以降に
世帯構成や受給口座情報等に変更がある場合
◎令和４年 12 月 12 日に発送している確認書また

は申請書の提出が必要です。
◎送付された書類に必要事項を記入し、添付書類を

添えて、１月 31 日（火）までに返信用封筒で返
送してください。

②家計急変世帯
◎申請書の提出が必要です。
◎申請書に必要事項を記入し、添付書類を添えて、

１月 31 日（火）までに提出してください。

▼支給額　１世帯当たり　５万円
■お問い合わせ先　町民課　

((

22-3117

▼

イベント

▼

イベント

▼

イベント

▼

イベント

窪川高等学校８０周年記念事業
「夢・志 2022」のご案内

武田美和子 絵画展
～四万十の景色～

「犬のしつけ方教室」開催

2022 年度　読書感想画・読書郵便作品展

　窪川高校は、昭和 17 年に創立し、教育目標に「真
理の探究」、「勤労の愛好」、「品性の涵養」を掲げて 80
年目を迎え、その記念事業として「窪川高校　夢・志
2022」を次の通り開催します。
　本校は、四万十町、四万十町教育委員会、小中学校、
各事業所など、地域の多くの方々からご支援をいただき
ながら様々な教育活動に取り組んでいます。当日は本校
の取組の紹介や記念講演の他、「総合的な探究の時間」、

「地域課題研究」を通して地域で学んだことの発表など
を予定しています。
　コロナ禍のため、入場者数を 200 名までとし、生徒、
教職員、来賓、同窓生、保護者の入場を優先したいと考
えております。オンライン公開も予定していますので、
オンラインでの参観をご希望の方は事前登録をしていた
だきますようお願いします。登録の方法につきましては
１月中旬に本校のホームページに掲載しますので、ご確
認のうえ手続きをお願いします。

▼開催日時　2 月 4 日（土）９：10 ～ 15：40

▼開催場所
　窪川四万十会館（オンラインによる限定公開あり）

▼内容
　● 本校の取り組み
　● 記念講演
　●「総合的な探究の時間」発表
　●「地域課題研究」発表
■お問い合わせ先
　高知県立窪川高等学校　

((

22-1215

　四万十町在住の武田美和子さんの絵画展を開催しま
す。四万十の景色を描いた絵ハガキの原画展です。

▼開催日時
　1 月 7 日（土）～ 29 日（日）
　9：00 ～ 17：00（木曜定休） 

▼開催場所　古民家カフェ半平
■お問い合わせ先
　古民家カフェ半平　

((

22-2101（木曜定休）

　南海トラフ地震等の災害発生時に愛犬と一緒に避難す
るために、日頃からの備えについて学ぶことができます。
スムーズな「同行避難」をするためにも、専門家による
座学 & しつけ方の実技を学びませんか？（講師：公益社
団法人高知県愛玩動物協会　斉藤喜美子 先生）

▼開催日時
1 月 28 日（土）13：30 ～ 15：30

（参加は無料です。定員がありますので、事前にお申
し込みが必要です。） 

▼開催場所
　高知県須崎福祉保健所（須崎市東古市町６-26）
■お問い合わせ先
　高知県須崎市福祉保健所　衛生環境課
　

((

0889-42-1999

窪川地区
（窪川地区の児童・生徒の作品を展示します）

▼開催場所　四万十町立美術館

▼開催日時　1 月 14 日（土）～ 2 月 5 日（日）
　10：00 ～ 17：30
　※日曜日 10：00 ～ 16：30
　※最終日 16：00 まで

大正・十和地区
（大正・十和地区の児童の作品を展示します）

▼開催場所　四万十町立図書館大正分館

▼開催日時　1 月 14 日（土）～ 2 月 5 日（日）
　9：30 ～ 18：00
　※日曜日 9：00 ～ 17：00 2022 年度

読書感想画入選作品より
影野小 1 年生

　秋の読書週間に四万十町の小学生、中学生から募集した読書週間作品を学校地区により 2 つの
会場に分けて展示します。

■お問い合わせ先　四万十町立美術館　

((

22-5000
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四万十町ソフトテニス大会
男 女 と も に 好 成 績 を 収 め る 大 活 躍第 　　【中学生男子の部】

　　優　勝　中平悠斗・嶋岡漣ペア
　　準優勝　寺田伊吹・武内海翔ペア
　　３　位　壬生遼海・武市颯翔ペア
　　【中学生女子１年生の部】
　　優　勝　中矢布乃佳・黒岩弓貴ペア
　　準優勝　古谷凛・田中佑奈ペア
　　３　位　中城李唯・池彩光ペア（窪川中学校）
　　【中学生女子２年生の部】
　　優　勝　中平梨子・大熊杏奈ペア
　　準優勝　松本海風・岡﨑心月ペア
　　３　位　香川心・岡村凉希ペア（窪川中学校）

　令和４年 11 月 20 日、四万十町窪川運動場テニスコー
トで第 17 回四万十町ソフトテニス大会が開催されまし
た。男子は窪川中学校のみの参加でしたが、女子は窪
川中学校・須崎中学校・戸波中学校の参加があり、大
変盛り上がった大会となりました。大会に参加された
選手、保護者の皆さま、お疲れ様でした。また来年も
ご参加お願いします。

大会結果

▶

中学生男子の部　優勝
　中平悠斗・嶋岡漣ペア（窪川中学校）

▶

中学生女子１年生の部　３位
　中城李唯・池彩光ペア（窪川中学校）

▶

中学生女子２年生の部　３位
　香川心・岡村凉希ペア（窪川中学校）

2 7 回 四 万 十 町 窪 川
Ｂ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー 杯
小 学 生 バ レ ー ボ ー ル 大 会 開 催

第

　令和４年 11 月 20 日、第 27 回四万十町窪川Ｂ＆Ｇ
海洋センター杯小学生バレーボール大会を、県 23 チー
ム（高学年 15 チーム、低学年８チーム）が参加し、開
催しました。
　四万十町からは窪川ＪＶＣが高学年・低学年の両部
門に出場。高学年の部では予選リーグ２位、低学年の
部では予選リーグ３位と健闘しました。

【高学年の部】
　　　優　勝　泉野バレーボールクラブ女子
　　　第２位　TOSA ジュニアバレーボールクラブ
　　　第３位　十津ジュニアバレーボールクラブ

【低学年の部】
　　　優　勝　鴨田スポーツ少年団Ａ
　　　第２位　秦ウイングＣ
　　　第３位　はりまや橋ＪＶＣ

結　果末年始の全国交通安全運動
ド ラ イ バ ー に 交 通 安 全 を 呼 び か け年

　令和４年 12 月６日～ 15 日、年末の全国交通安全運
動が実施されました。交通安全運動初日は、十和地域
振興局前にて道行くドライバーに交通安全を呼びかけ、
交通事故防止意識の向上を図りました。年始にも全国
交通安全運動を実施しますので、ご協力のほどよろし
くお願いいたします。

１月 10 日（火）～１月 19 日（木）

年始の全国交通安全運動　実施期間

3 1 回 B & G 財 団 会 長 杯
四 万 十 町 水 泳 競 技 大 会
団 体 総 合 ３ 位 と 大 健 闘

第
　令和４年 11 月 27 日、四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターにて、『第 31 回 B&G 財団会長杯四万十町水泳競
技大会』を開催しました。県内の 13 団体から 290 名
が参加してくれました。当センターからも 35 名が参加
し、団体総合第３位となりました。

　優　勝　ＮＳＰ高知スイミングスクール　　411 点
　第２位　みかづきスイミングスクール　　　409 点
　第３位　四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋センター　232 点

団体総合成績

▶

３位窪川

和 ４ 年 度 　 四 万 十 町
バ ド ミ ン ト ン 大 会
６ 名 が 参 加 し 大 健 闘！

令
　令和４年 11 月６日、四万十町Ｂ＆Ｇ海洋センターで
四万十町バドミントン大会を開催しました。四万十町
からは６名が参加し、うち２名は今年度より地域部活
動として発足した窪川高校バドミントン部からの参加
になります。ベテラン選手にも負けじと戦い、これか
らの成長を予感させる白熱した試合となりました。結
果は、４部２位窪川 SC（土居・川村ペア）、３位窪川
バドミントンクラブ（宮地・松本ペア）、４位窪川高等
学校（岩﨑・岡林ペア）とみなさん健闘しました。

　第１部　優勝　　萩野・松倉ペア　（ArtSpeed）
　第２部　優勝　　笹岡・岩﨑ペア　（須崎クラブ）
　第３部　優勝　　朝比奈・蒲原ペア（酒達磨）
　第４部　優勝　　宮尻・西岡ペア　（ぼちぼち BC）

結　果

　今年度も、株式会社中脇組（本社・埼玉県、代
表取締役・中脇周一氏）から多額のご寄付をいた
だきました。同社からは例年にわたりご寄付をいた
だいており、今回の寄付金は、十和地域の振興に
役立ててほしいとのことですので、有意義に活用さ
せていただきます。ありがとうございました。

ご寄附をいただきました
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働の森で雑木伐採・植樹体験
㈱ 四 国 電 力・ 北 ノ 川 小 学 校 児 童 ら と協

　令和４年 11 月 21 日、瀬里の「四万十　よんでんの
森」にて（株）四国電力社員・北ノ川小学校児童６人・
役場林業振興室職員等で雑木伐採・植樹体験を実施しま
した。本事業は、平成 18 年から（株）四国電力と町が
パートナーズ協定を結び、事業協賛金を頂き環境保全活
動として環境教育や地域交流を目的として行っています。
間伐体験植樹体験では、モミジ・イチョウの木を植樹し、
児童が森への想いを記した記念プレートを取り付けて今
後の木の成長を一緒に見守っていきます。

和 ふ る さ と ま つ り
新鮮な魚介類やイベントで大盛り上がり志

　令和４年 12 月 4 日、志和漁港周辺で志和ふるさと
まつりが開催され、早朝から多くの方が訪れてにぎわ
いました。
　この祭りは、志和地区の新鮮な魚介類や農産物を味
わっていただき、地域の活性化につなげようと開催さ
れており、住民が一丸となって取り組む志和ならでは
のお祭りとして定着しています。毎年人気の伊勢エビ
汁やすり身入り天ぷらをはじめ、浜ではバーベキュー
を楽しむ家族連れなど、新鮮な魚介類に舌鼓をうって
いました。また、おなじみのお楽しみくじ入り餅投げ
や志和港クルージングなど、志和ならではのお祭りは
盛況のうちに幕を閉じました。

津 井 冬 も うし が「 日 本 の
祭 り」に 選 定 さ れ まし た !
県 内 で は 18 番 目 の 認 定

下
　このたび、ダイドーグループ「日本の祭り」に、下
津井冬もうし（仁井田神社大祭）が選定され、令和４
年 11 月 24 日にダイドーグループホールディングス
の髙松富博前会長から中尾町長に選定の証が送られま
した。ダイドーグループによるこの「日本の祭り」は、
平成 15 年に始まり、毎年 35 の祭りが選定され、高知
県内の祭りで選定されたのは「下津井冬もうし」が 18
番目となります。
　「下津井冬もうし」は、毎年 11 月 25 日に下津井仁
井田神社で行われており、今年も地域内外の若者らに
担がれた牛鬼が豊作や家内安全を願い、森林軌道跡の
めがね橋や下津井橋を渡り、田畑を駆け巡りました。
昼からは、祭典や神輿のおなばれに続き、地域出身の
小中学生らによる花取り踊りが披露され、祭りの最後
には餅投げが行われました。この伝統ある祭りが、今
後も後世に引き継がれていくことを願っています。

▶

選定証授与

津なつかしの写真展2022
防 災 イ ベ ン ト も 同 時 開 催！

津小学校「ぼうさい甲子園」で入賞
健康・防災を楽しめる工夫が評価される

興

興

　令和４年 12 月 3 日、興津ぼうさいミュージアムに
て興津なつかしの写真展 2022 が開催されました。こ
の写真展は、興津ぼうさいミュージアム実行委員会が
初めて開催したもので、令和 2 年度末に閉校となった
興津中学校跡に開館した興津ぼうさいミュージアムの
存在を、地域の方に知っていただき、気軽に足を運ん
でもらいたいとの想いから企画されたものです。ミュー
ジアム内には、興津地区の児童生徒が長年に渡って取
り組んできた防災学習の資料や手作りマップ、各種表
彰などの展示の他、20 世紀初頭からの興津小学校の卒
業写真も展示され、来場者は当時の懐かしい写真を眺
めながら、思い出話に花を咲かせました。また、同時
開催された防災イベントでは、防災食の試食体験や避
難時にも有効なノルディックウォーク体験、健康相談
なども開催され、興津防災のこれまでの歩みと今後の
取組みを考える充実した一日となりました。

　兵庫県・毎日新聞社・公益財団法人ひょうご震災記
念 21 世紀研究機構が主催する「令和４年度１．17 防
災未来賞『ぼうさい甲子園』」において、興津小学校が
入賞しました。本賞は、防災教育に関する先進的な活
動を募集・表彰するものです。災害による被害を抑え、
復旧を短くすることで社会への影響を減らす「レジリ
エンス（縮災）」に繋がる取り組みとして「ＵＲレジリ
エンス賞」が授与されました。
　興津小学校では、平成 15 年度から防災マップづくり
を始め、24 の防災マップを作成してきました。本年度
は、津波避難の際の行動を考えてもらうことを目的と
して、歩くことで危険な場所がわかり、健康にもなれ
る「興津防災パワフルウォークマップ」を開発しました。
　児童は、津波避難タワーの端から端までは 30 ｍ、歩
くと 40 歩ということを調べたうえで、少し大股で歩い
て 30 歩きっちりで歩くチャレンジをマップに組み込む
など、時間・距離・歩数を考慮したチャレンジを考案し、
健康・防災を楽しめる工夫をしました。
　高齢化が進む興津地域では、避難訓練に参加できな
い方が少なくなく、児童は避難に必要なことをあきら
めずに考えた結果、このマップのテーマである「防災
と健康」を決めました。興津小学校においても、地域
ぐるみの防災教育活動の重要性を再認識する機会とな
りました。

▲防災の視点でまち歩きを行い、
　その成果がマップに反映されました。
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た
い
！

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
四
万
十
（
以
下
ガ

ル
テ
ン
）
の
管
理
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ー
ム
の
一
員
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し
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4
年
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迎
え
る
「
マ
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ね
え
」
こ
と
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真
紀
さ
ん
を
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紹
介
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ま
す
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松
田
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は
、
そ
も
そ
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は
ガ
ル
テ
ン
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利
用
者
さ
ん
。
２
歳
か
ら
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校
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業
ま
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で
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し
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そ
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帰
郷
せ
ず
に
ず
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大
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て
い
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そ
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す
が
、
お
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様
が
体
調
を
崩
さ
れ
た

こ
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で
一
旦
帰
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そ
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後
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阪
に
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で
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、
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万
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町
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と
つ
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っ
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い
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と
な
り
ま
す
。

　

松
田
さ
ん
は
、
お
店
の
お
客
さ
ん
だ
っ

た
建
築
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
方
と
ご
結
婚
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そ
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い
高
知
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高
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市
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て
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の
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だ
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０
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高
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た
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そ
ん
な
松
田
さ
ん
ご
夫
妻
の
愛
着
は
ガ

ル
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ン
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
四
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「
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万
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！
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と
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め
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。

▲なくてはならない、頼りになる存在！

松
ま つ だ

田  真
ま き

紀 さん ［お問い合わせ先］ 
 企画課広報情報係　
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四万十町HP▶分類で探す▶その他▶
『四万十町通信すくすくコーナー募集！！』

岡本　陽菜 ちゃん
おかもと ひ　な

令和4年6月生まれ

思いやりのある元気な子に育ってね。

古市町

（宰、晴菜より）

万 十 消 防 団 に 消 防 車 両
日本損害保険協会から寄贈されました

生 委 員・児 童 委 員 の 改 選
委 嘱 状 の 交 付 式 を 行 い ま し た 四民

　令和 4 年 12 月 18 日、四万十消防団志和分団へ（一
社）日本損害保険協会から小型動力ポンプ付軽積載車
が寄贈されました。
　平成 10 年に配備した小型動力ポンプ付軽積載車が 24
年を経過し、老朽化のため今年度更新予定となっていま
したが、寄贈を受ける運びとなり、当初から更新予定であっ
た四万十消防団志和分団への配備となりました。
　志和分団管内は海岸部に面しており近い将来危惧さ
れている南海トラフ大地震等の大規模災害が想定され、
小型動力ポンプ付軽積載車が配備されることにより、
活動の機動性がより強化されました。

　民生委員・児童委員は、だれもが安心して暮らせる
ように、地域の相談役として厚生労働大臣から委嘱さ
れるボランティアです。
　担当の区域において、高齢者等の安否確認や見守り、
子どもたちへの声かけや、生活上の心配事など様々な
相談に応じています。
　任期満了に伴う改選により、92 人の方が委嘱され、
令和４年 12 月６日に窪川四万十会館において委嘱状の
交付式を行いました。
　任期は令和４年 12 月１日から３年間となります。

四万十町通信一令和５年１月号 四万十町通信一令和５年１月号27 26
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（11月30日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,568 -1 男 5 14 13 5
女 8,232 -17 女 4 15 12 18
計 15,800 -18 計 9 29 25 23

世帯数 8,145 -6 （11月中の届出）

窪川地域 11,226人

大正地域 2,190人

十和地域 2,384人
町のうごき

R439

R381

土佐大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

小

　石

こ

　
い

　
し

正
か
ら
４
３
９
号
を
北
上
す
る
。
江
師

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
す
ぐ
に
小
石

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
こ
の
小
石
ト
ン
ネ
ル
の
手

前
、
つ
ま
り
山
の
南
側
の
檮
原
川
沿
い
に
集
落

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
江
師
ト
ン
ネ
ル
に
入
ら

ず
、
右
折
し
て
旧
道
を
行
く
の
も
趣
が
あ
る
。

　

小
石
は
、
昔
か
ら
そ
の
名
の
通
り
小
さ
な
村

で
、
戦
国
期
の
記
録
に
は
、
江
志
（
師
）
村
の

一
部
と
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
中
期
の
記
録

に
「
家
数
四
」、
後
期
の
記
録
に
は
「
家
数
五
」

と
あ
り
、
常
に
小
規
模
の
集
落
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
山
と
川
の
間
に
平
地
が
少
な
く
、

小
石
の
人
々
は
、対
岸
の
江
師
で
耕
作
し
た
り
、

山
の
中
腹
に
畑
を
造
っ
た
。
山
の
畑
は
、
当
然

の
よ
う
に
獣
害
に
遭
う
。
そ
こ
で
小
石
の
人
々

は
そ
の
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ら
山
の
畑
を
ぐ
る

り
と
囲
う
「
猪
（
し
し
）
囲
い
」
を
作
っ
た
そ

う
だ
。
作
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
で
「
そ
の
作

業
を
す
る
ク
ロ
サ
ク
と
い
う
人
の
様
子
が
、
遊

び
歌
と
い
う
か
、
数
え
歌
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
」
と
地
区
の
歴
史
に
詳
し
い

方
に
聞
い
た
。「
江
師
の
小
石
の
ク
ロ
サ
ク
は

昼
も
夜
も
頭
巾
被
り
通
し
た
♪
」
と
い
う
も
の

で
、
残
念
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
節
で
あ
っ
た

の
か
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
「
猪

（
し
し
）
囲
い
」
は
今
も
残
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　

さ
て
、
戦
後
間
も
な
い
頃
の
話
。
あ
る
人
が

江
師
に
家
を
建
て
た
。
建
築
時
、
大
き
な
木

材
を
引
き
上
げ
る
の
に
、
当
時
と
し
て
は
か
な

り
立
派
な
麻
の
ロ
ー
プ
が
使
わ
れ
た
。
こ
れ
は

頑
丈
そ
う
だ
！
と
い
う
こ
と
で
、
用
が
済
ん
だ

時
に
小
石
の
人
が
も
ら
い
受
け
た
。
そ
の
頃
、

年
に
一
度
、
江
師
と
小
石
の
運
動
会
が
行
わ
れ

て
い
て
、
こ
の
ロ
ー
プ
で
「
綱
引
き
を
や
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
こ
の
綱

引
き
は
、
現
在
の
江
師
橋
の
下
で
行
わ
れ
、
た

い
そ
う
盛
り
上
が
っ
た
ら
し
い
。
今
か
ら
70
年

以
上
前
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
麻
の
ロ
ー
プ
も

朽
ち
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
き
や
、
な

ん
と
「
ほ
ぼ
完
品
」
と
し
て
、
地
区
の
方
が
保

管
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
う
立

派
な
文
化
財
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
橋
の
下
の
川
原
で
綱
引
き
が
行
わ
れ

た
と
書
い
た
が
、
当
時
の
川
原
は
現
在
の
様
子

と
は
異
な
り
、
石
が
細
か
く
、
ま
た
そ
の
石
も
、

上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
石
灰
岩
が
多
く
、
地

区
の
方
の
表
現
を
借
り
る
と
「
足
に
優
し
く
、

色
も
白
か
っ
た
」と
い
う
。
ま
た「
子
ど
も
の
頃
、

真
っ
白
な
石
を
川
に
投
げ
入
れ
て
、
誰
が
一
番

に
そ
れ
を
潜
っ
て
見
つ
け
る
か
と
い
う
遊
び
を

よ
く
や
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
石
の
産
土
神
は
、
江
師
か
ら

大
橋
を
渡
っ
て
き
た
突
き
当
た
り
を
少
し
登
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
金
比
羅
神
社
で
あ
る
が
、
そ

の
登
り
口
に
は
、
七
体
の
石
仏
が
祀
ら
れ
て
い

る
茶
堂
跡
が
あ
る
。
こ
の
場
所
に
ま
つ
わ
る
言

い
伝
え
が
お
も
し
ろ
い
。
そ
の
昔
、
田
野
々
の

熊
野
様
が
こ
こ
を
通
っ
た
時
に
、
対
岸
に
見
え

る
日
当
た
り
の
良
い
江
師
を
眺
め
な
が
ら
「
江

師
は
恋
し
い
」
と
言
っ
た
と
か
。
そ
れ
以
降
、

熊
野
様
が
ひ
と
休
み
し
た
こ
の
地
を
「
恋
し
＝

小
石
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
可
愛
ら
し
い
由
来
が
伝
わ
っ
て
い

る
小
石
も
恋
し
い
。

大

70 年以上前の綱引で使われた麻のロープ。

【お詫び】11・12 月号で「大正中津川」のふりがなを「たいしょうなかつがわ」と表記しておりましたが、正しくは「たいしょうなかつかわ」です。
　　　　  訂正してお詫びいたします。


